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１．はじめに 

私は APIPC の寺島議長に感じ入ると
ころがありまして、API を大阪の地で立
ち上げるということですから、微力なが

ら何かお手伝いをしたいということで、

本日お話させて頂きます。 
 
２．留学生活用の重要性 
私は実は以前大阪で、コリア国際学園

という中高一貫教育校が作られる際に、

理事長として協力をしようとしましたが、

公務員扱いなので兼職はできないという

ことで手を引いたという経緯があります。

私がその中高一貫高でやりたいと考えた

ことは、中国語、ハングル、日本語のト

リリンガルの教育ができないか、という

ことでした。現在は、英語が世界の中心

的な共通言語になっているわけですが、

参 考
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英語を学ぶのになぜ欧米に行かなければ

ならないのか、アジアで一番よく英語が

話せるフィリピンに行けばよいではない

か、と思います。しかし、日本からはほ

とんどフィリピンに行こうとしていませ

ん。これは、ものの見方・考え方の、ブ

ラインドスポットではないかと思います。

例えば韓国では、英会話の勉強のために

フィリピンに行き、1～2ヵ月でかなりブ
ラッシュアップしてくるという安価なツ

アーがあり、これで英語を話せるように

なっています。そのようなこともあって、

英語は時間をかけなくても学んでいける

のではないかと思っています。 
一方、私のところの大学院生で、中国

語、韓国語、日本語を話せる大学院生が

来ているのですが、なかなかこの 3ヵ国
語ができる人はいません。この人は旧満

州出身で、中国人のいわゆる朝鮮族と言

われている人です。この人たちは、日本

語がよくできます。なぜなら、歴史的経

緯があって日本はこの地域に満州国を作

ったので、日本語になじみ深い人々がい

て、その息子たち、孫たちに、確実に日

本語が伝承されているからです。 
また、10年ぐらい前に、国際交流基金
の関係で、シンガポールで「We ASEAN 
Past and Future」という大きなシンポジ
ウムがありました。その際の言語は英語

でしたが、ほとんどが独特ななまりのあ

る英語です。つまり、インド、シンガポ

ール、中国、台湾、韓国、日本のそれぞ

れで話す英語が違います。しかし、それ

で十分国際会議ができるわけです。 
このように、アジアの中にいろいろな

ポテンシャルがあるにもかかわらず、日

本は語学研修と称して遠くアメリカやイ

ギリスまでツアーで行くようなことを繰

り返してきました。しかし、自分たちの

足元を見ると、英語を話せる人、トリリ

ンガルを操れる人が、日本に対してもの

すごくシンパシーを持ってくれています。

そういう人材を、日本は今までほとんど

生かしていなかったと言えます。  

今後日本が中国や韓国といろいろビジ

ネスなどをやっていく場合、そのような

人を活用できると、日本人だったらどう

しても踏み込めないということも現地で

できるようになります。そのような人材

が留学生にいるのです。しかし、東京大

学に来ても、留学生は日本で就職できな

い現状があります。会社はそういう人達

を、上に上がっていけるような人材とは

見なしていません。それでは実力で上が

っていこうとする留学生にとっては足か

せですから、アメリカに行ってしまいま

す。つまり、「ジャパニーズ・ドリーム」

がないということです。 

私が言いたいことは、日本はいかに無

駄なことをしているか、ということです。

磨けば大変な能力がある人たちをこれま

で磨いてこなかった。そのことも踏まえ

て私は、東京大学の大学院の中に、現代

韓国研究センターというものを 4月から
作りました。 
また、まさに APIがそうだと思います
が、今後の日本は、知の集積の場、そし

て人材のフローをきちんとネットワーク

型に活用できる場を作っておかなければ

なりません。直感として、この 10年でそ
れができなかったら、日本は大幅に、今

のアジアのダイナミズムの中から取り残

されると思います。今は江戸ブームで、

「江戸の時代がよかった、パックス・ト

クガワーナに戻りたい」という人もたく

さんいると思います。今はグローバル化
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で中国も台頭して気分が萎えているので、

ある種の過去志向的な、江戸時代への回

帰がムード的にも起きているのではない

でしょうか。 
しかし、それでいいのでしょうか。私

は、もう一度目を見開いて、アジアのダ

イナミズムのしぶきをしっかり受けて、

それを打ち返していくべきだと思います。

そして、その能力、ポテンシャルは日本

にあると思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３．文明論的視点から見た東アジア 
次に文明論的視点から、現在の私たち

の問題にすぐにフォーカスしないで、少

し長いレンジで東アジアを見ていきたい

と思います。 
1960 年代に、有名な梅棹忠夫先生が、
『文明の生態史観』を打ち出されました。

それはアーノルド・トインビーの歴史研

究に対する１つの異議申し立てでした。

トインビーにとっては、朝鮮半島も日本

も、ある種の中華文明のコロラリーとい

う解釈を取っていました。それに対して

梅棹先生は反論し、日本は中華文明から

切れた、１つの独自の場としてあると主

張しました。日本の独自性を広く世界的

な生態史観の中で位置づけるという、気

宇壮大な、ある種のグランドセオリーを

出されたわけです。 
この主張は、現在の問題を考えていく

時に、示唆深いものがあります。一言で

いうと、ユーラシア大陸を挟んだ東と西

で平行関係があるということです。具体

的に言えば、イギリスと日本という島国

は、ユーラシア大陸を挟んで、期せずし

て同じような発展過程をたどったという

ことです。 
なぜ日本だけが開国を通じて西洋文明

を独自な形で導入し、近代国家の建設に

成功したのか。なぜ中国、朝鮮半島、イ

ンド等々はそうではなかったのか。これ

は、西洋社会のある種の亜流として日本

が近代化したのではなく、とりわけ江戸

期を通じて蓄積された内発的なものがあ

り、結果としてイギリスが辿ったような

道を日本も辿った、というのが梅棹先生

の議論です。イギリスや日本のような島

国に近代化が自生的に発芽したのに対し、

巨大な中国、インド、ロシア、トルコ等々

のユーラシア大陸における帝国は結局落

伍しました。ユーラシア大陸に対して梅

棹生態史観というのは、非常にネガティ

ブな評価だったのです 
20 世紀は、非常に単純化して言うと、
シーパワー、海の力が世界を席巻しまし

た。19世紀末からのパックス・ブリタニ
カは明らかにシーパワーによるものでし

た。そしてその継承者はアメリカ合衆国

ですが、私の考えでは、アメリカは壮大

な島国です。 
21世紀は逆に、大陸が大きな力を持っ
て台頭しようとしている状況だと考えた

方がいいと思います。BRICsのうち、ブ
ラジルを除くロシア、インド、中国はユ

ーラシア大陸です。つまり、梅棹理論で

は落伍したと考えられていた、陸の復権

です。そう考えると、今の起きているこ

とがある程度わかってくると思います。 
東アジアは、日本が開国をしていち早
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く西洋文明を取り入れ、やがて日英同盟

を通じて日露戦争という形で大国ロシア

に対抗したことが大きな転換点になりま

した。やがて日本は、17世紀以来のウエ
ストファリア体制、つまり国民国家が中

心になって世界の国際秩序を形成してい

くシステムの、アジアにおける最大の代

理店になりました。日本が近代において

やったことは、中国を中心とする東アジ

アの中華秩序、朝貢体制というものをひ

っくり返したことです。これは大変大き

なことだったと思います。 
これからの東アジアを考えていく時に

どうしても必要なことは、近代以前の秩

序であるこの朝貢体制というものをどう

考えていくかということです。歴史の教

科書の中には、李氏朝鮮は清朝の属国で

あったと書かれていますが、それは明ら

かに間違っています。朝貢体制というの

は必ずしも軍事力や物理的な力によって

領土を制圧するわけではありません。中

華の秩序にまつろい、朝貢さえすれば、

その国はその秩序の中で生きていけると

いうことです。その端的な例は琉球でし

た。「琉球の風」の中に見られるとおり、

琉球は中国、東南アジア、日本と自由に

交易していました。琉球王朝の最大の財

政支出は何かというと、芸能です。朝貢

システムではその保護下に入っているの

で、軍事力にお金を使う必要がないから

です。物品やサービスの朝貢、今で言う

「文化力」を通じて、今で言う「外交力」

をつけることで、琉球は我々の考えてい

る以上に国際色豊かな地域として、ずっ

と存続できた歴史があるわけです。 
前近代の東アジアには、ある程度自給

自足的な秩序が成り立っていた時代が長

く続いていました。それを打ち破ったの

は、言うまでもなくウエスタン・インパ

クトです。それは日本においては幕末に

なり、中国においてはアヘン戦争になり

ました。その結果、その秩序をひっくり

返したのが日本の大きな役割でした。 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．「海の東アジア」と「陸の東アジア」

の視点 
東アジアには、ただ単に中国、朝鮮半

島、日本等があるだけではなく、かなり

広範に、様々な「海の東アジア」と「陸

の東アジア」が輻輳しています。これま

ではどちらかというと、海の東アジアを

あまり私たちは研究してきませんでした。

しかし、寺島議長が第 1回目のリレー講
座の中でおっしゃった通り、海の東アジ

アである ASEANに対する眼差しが重要
だと思います。 
群島から成り立っている東南アジアは、

ウエストファリア体制でつくられたよう

な、一民族、一国家、一領土、そして均

質化された法律や度量衡が成り立ってい

る中央集権的な国家というのはほとんど

ありませんでした。民族、宗教、人種的

に非常に多様であったので、それは当然

ともいえますが、我々からすると、それ

は遅れた国だと見がちです。しかし、東

南アジアは、国自体がネットワークにな

っています。日本や韓国では、東京やソ

ウルがダメになれば国は終わってしまい

ますが、群島が緩やかに結びついている
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東南アジアの国々は、首都が侵されても

大丈夫という仕組みをとってきました。 
日本は、ヨーロッパ型の国民国家の最

優等生でした。日露戦争以降、1905年か
ら 45 年の 40 年間を、「パックス・ジャ
ポニカの時代」と言う人もいますが、そ

の時代に韓国、中国も、日本がお家芸と

した国民国家のモデルをそのまま受け入

れてしまいました。韓国は、日本以上に

民族意識、単一民族主義、そして主権国

家意識が強いです。なぜかというと、日

本を経由して国民国家のモデルをそのま

ま当てはめたからです。中国もそうです。

中国は本来帝国ですから、多民族国家の

はずですが、現在チベット問題やいろい

ろな少数民族問題に対してあれだけ強烈

なことができるのは、やはり国民国家の

原理が強いからです。その実体は漢民族

中心主義です。これを、日本を真似たと

いうのは語弊がありますが、それが実体

だと思います。 
しかし東南アジア、とりわけインドネ

シア、フィリピン等々の国々は違います。

日本にも、それらの国々との交易ルート

が東アジアの海のルートとして前近代に

かなりできていました。しかし近代にな

って私たちは陸中心から見ているので、

その海のルートが見えてこなくなったの

です。しかし、東南アジアに作られた、

私たちが遅れていると思っていたある種

の群島的なネットワーク型国作りという

ものが、逆に今は脚光を浴びてきつつあ

るのではないでしょうか。 
だから、 ASEAN（ Association of 

Southeast Asian Nations）はあります
が、ANEAN（Association of Northeast 
Asian Nations）はありません。なぜな
ら、この東アジアの日中韓の 3ヶ国は、

依然としてウエストファリア以来の国

民国家の強い思い込みの中で国づくり

をしてきたからです。ですから、南沙諸

島、竹島（独島）問題等々の領土問題が

起きると、二者択一になってしまうので

す。しかし、国境線が陸になく、ルーズ

な東南アジアには、この種のことは数多

くあります。 
非常にタイトな形で作られてきた国民

国家では、東京にしろソウルにしろ、い

わば中央集権的で、地方が辺境として見

られていますが、このような形の政治シ

ステムというのは、耐用年数が尽きつつ

あるのではないかと私は思います。 
 
５．日本には「２つの楕円の中心」が  

必要 
網野善彦さんという有名な中世史家は、

かつての日本には 2つの楕円の中心があ
ると言いました。1 つは東京、もう 1 つ
は京都・大阪を中心とした関西で、この

2 つの楕円の中心がうまくかみ合い、日
本は均整のとれた状況になっていました。 
しかし残念ながら、20世紀は東京への
集権化が進み、中央にすべての富やサー

ビスや情報を集積させてきました。グロ

ーバル化は、これを一挙に進めた面もあ

ります。私は、グローバル化によって多

極分散型のグローバルネットワークがで

き上がるのではないかと思っていました

が、現実はそうではありませんでした。

当然です。なぜなら、金融が中心になる

ならば、ロンドン、パリ、ニューヨーク、

東京等々のグローバル・シティーにしか

富は集積しないからです。 
司馬遼太郎さんが名文句を書いていま

すが、帝都東京は日本の巨大な配電盤で、

電流を全部そこに集めるのと同様、人材
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の配電盤が東京にあり、そこから人材を

配分する。戦後日本がやったことはこれ

なのです。優秀な学生たちが東京に流れ

て行って、そこで官僚になったり、ある

いはビジネスの世界の中心になって、人

材を送り出した地方に富を再配分する。

このようなことは中国でも今やられてい

ますし、韓国もまさしくそうです。です

からこれらの国は、人材や情報や知識を

全部ひっくるめて横に分散させていくと

いう形がなかなかできにくかったという

ことなのです。 
これを、もう少し多極分散型にすべき

です。日本なら、せめて関西・大阪と、

東京。韓国ならソウルと釜山ですね。中

国ももう少し分散型の国づくりにしてい

かなければなりません。 
 
６．東アジア共同体への視界 
私から見ると、単刀直入に言えば、東

アジア地域の方が、ASEAN より遅れて
いると思います。私たちは、ASEAN は
東アジアより経済力がなく、むしろビハ

インドの国だと思いがちですが、あには

からんや、ASEAN を作り、東南アジア
フォーラムを作って、国を超えてさまざ

まなネゴができる組織を一早く作りまし

た。東アジア共同体のキャスティングボ

ードは確かに中国と韓国と日本が握って

いるでしょう。しかし私は、この 3ヶ国
が張り合っている限りは遅れていくので

はないか、むしろ ASEAN を立てて、
ASEAN を模倣していった方がいいので
はないかと思います。言うまでもなく、

EU 型の共同体がこの地域にできるとは
思いません。しかしアジア独自の、

ASEAN 的なルーズなネットワークは、
形成可能なのではないかと思います。 

そう考えると、東アジア共同体に

ASEAN という視点をもっと組み入れて、
東アジア地域の「ANEAN」を作ってい
くべきだと思います。そして ANEANと
ASEAN が合体して、やがて東アジア共
同体になるということです。 
その中で重要なのは、アメリカを入れ

なければならないということです。アメ

リカはもはや半分はアジアであり、アメ

リカを抜きにした東アジアは考えられま

せん。アメリカはアジア太平洋国家とし

て、19世紀末以来、この地域に重大な死
活的な利害関心を持ってきました。私た

ちは、東アジア論をアジアだけで考えて

はだめなのです。アメリカに応分にこの

地域にコミットしてもらい、そして一方

ではアメリカのアジア化を進めていくと

いうことです。 
今回オバマ政権が米ロの核削減に応じ

ました。これはいろいろな解釈があり、

リアルポリティクスから見れば、依然と

して核の有効性は十分あると思います。

しかし、核削減にかじを切ったというこ

とは、アメリカとしても、国際協調を通

じて、寺島議長の言葉を使うと「全員参

加型の秩序形成」を作ろうとしていると

いうことだと思います。 
もちろん APEC がありますが、私は

APEC以外に、ANEANと言われている
日中韓にアメリカを加えるべきと思いま

す。それによって、ある種の安全保障と

繁栄のための平和の、いわば多極的なネ

ットワークを作るということです。私は

それが可能だと思います。 
かつて日本は、文明史的にはアメリカ

の軍門に下りました。そして、American 
Way of Lifeという、アメリカ的なシビリ
ゼーションを我々は導入して、戦後大き
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な繁栄を実現しました。 
しかしその一方で日本は、やはりアジ

ア的なるものを持っているわけです。し

かし、そのアジア的なるものは何かとい

うことを、なかなか表立って言えなかっ

た。それは戦前の歴史があるからです。

しかし、今やっと、アジア的なるものに

もう一回目を見開いて、寺島議長が言う

とおり、片足をアメリカに、片足をアジ

アに置くことで、日本の姿というものが

文明史的に見えてきます。もう十分アジ

アはアメリカ化しました。今度はアメリ

カがアジア化しなければなりません。 
オバマという、白人系とアフリカ系、

そして育った場所がインドネシアとハワ

イという、人種的にも混交・ハイブリッ

ドの大統領はこれまでの合衆国の歴史で

はなかったことです。アメリカは、ハイ

ブリッド化が生きる道だと考えていると

思います。ピュアなものを求めていけば

いくほど、実は対立していきます。私た

ちも、ハイブリッドなものを国の中にど

んどん取り入れながら、東アジアのある

種のフュージョンを進めていかなければ

なりません。 
その例が、最初に申し上げた旧東北三

省で中国語、韓国語、日本語を話せる人々

で、まさしくハイブリッドです。こうい

う中で初めて私は東アジア共同体が少し

ずつ作られ、本当の意味で形を成してく

るだろうと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

７．九州にＡＰＩの支部を―「アジア回

廊」構想 
残念なことに、東大の学生に聞くと、

海外であればニューヨーク、ロンドン、

パリ、あるいはミラノなら行きたいとは

言います。しかし、BRICsのアマゾンの
中に入っていくという、かつて日本の商

社マンがやったようなことはごめんだと

いう学生が多いです。やはりそれだけ日

本は豊かになって、ある種リスキーなこ

とができなくなってきたと思います。 
そういうことを考えると、私はもっと

日本の中にいる留学生を活用した方がい

いと思います。留学生の中には日本で職

を得たいという人はたくさんいます。そ

ういうこともひっくるめて、私は寺島議

長が、今後の東アジアにおいて重要な、

様々な情報、知識、人的交流の拠点とし

て関西の大阪を選ばれたというのは、正

解ではないかと思います。これはきちん

とした理念があります。先ほど申し上げ

たとおり、日本列島 1つとっても、楕円
の 2つの中心がなければなりません。ま
た、アメリカですらも野放図な金融政策

を引き締めて、証券と銀行の垣根をもう

一回きちんと作り直そうとしていますが、

東京は金融の大きな波が低調になった時

に、意外ともろいのではないかと思いま

す。大阪は、本来商都であると同時に、

産業ではかなり小さな下請、中小、零細

の企業が多いところです。そういう意味

で、大阪に 1つの拠点を置いて、ここが
ゲートウェーになるべきではないかと思

います。 
また、私は熊本で生まれたので、「九州

EU 構想」をぶち上げているのですが、
これは、博多・福岡を九州の中心として、
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熊本にボンのような行政都市を作る、と

いう構想です。九州で最大の都市である

博多が百数十万人ぐらいなので、九州に

は大都市がありません。釜山ですらも

300～400万人都市で、ソウル、上海、旅
順、大連、台北も大都市です。 
ではどうしたらいいかというと、九州

は面で対抗するしかない。九州がゲート

ウェーになって、中国地方を通って関西

に流れる、ということが西日本でできれ

ばいいのではないかと思います。 
そこで私は、大阪に API を作ったら、

API の支部を福岡に置いた方がいいので
はないかと、寺島議長に会ったら提案し

たいと思っています。九州では、新幹線

が縦で通るようになり、福岡から鹿児島

まで 3時間かからなくなりました。そし
て、韓国が今、新幹線が全面開通になり

ます。将来はそれこそ夢のような話です

が、海底トンネルができ、九州の新幹線

と韓国の新幹線とが連結すれば、その波

及効果、観光に与える影響たるや膨大な

ものです。 
問題は、寺島議長が言うとおり、観光

立国になるにしても、ある程度の富裕層

を引っ張ってくることがメーンにならな

ければならないことです。だから私は熊

本県の蒲島知事に、阿蘇を開発して、バ

ーデンバーデンのような、アジアの富裕

層をねらった保養地にした方がいいと言

っています。温泉がありますし、熊本大

学に優秀な医学部、医療設備があるので、

やり方次第で、いろいろな可能性がある

のではないかと思います。 
残念ながら、今までの日本には都市戦

略がありませんでした。一方、韓国は小

さい国なので、都市戦略を練ったわけで

す。仁川をハブ空港とし、その横には国

際的なタックスフリーの集積地をこれか

ら作ろうとしています。また、済州島は

マカオのような観光地にし、釜山は国際

的なコンテナ都市にしよう、という具合

です。残念ながら日本は、今までそれが

できませんでした。 
今後日本は都市戦略を練って、とりわ

け西日本をアジアのゲートウェーとして、

人の流れを関西まで引っ張ってくること

が必要だと思います。新幹線ができた以

上、かなりの人が来ると思います。それ

と同時に、API に、東アジアの知的な共
有財産の拠点になって欲しいと思います。

これは特定の主義主張のためではなく、

東アジアのためです。中立的なシンクタ

ンクであると同時に、情報発信の基地と

して、そしてここに来れば人材の交流も

分かり、様々なシンポジウム、カンファ

レンスが行われている、という拠点にな

って欲しい。 
場合によってはAPIのシンポジウムが
できる場所を阿蘇に作ればいいと思って

います。医療設備を兼ね備えたバーデン

バーデンのような、西日本最大のシンポ

ジウムが行われる場所です。大阪だけで

全部まかなうよりは、九州にそういう飛

び地的なものを作った方がいいのではな

いでしょうか。そうすることで、朝鮮半

島から九州・中国を通じて関西までの回

廊ができ上がります。私はこれを「アジ

ア回廊」と言っています。 
かつて、江戸時代に日本を訪れた朝鮮

通信使が、まさしくこの回廊を通じて江

戸まで行っていたのです。それによって

様々な文明の交流が行われました。日本

は江戸時代、決して鎖国国家ではなく、

やはり東アジアとの交流を連綿としてや

ってきていました。それが、近代におい
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てなくなってしまいました。これがいか

に異常かというのは、長い歴史を見れば

分かることです。今やっとそれが回復さ

れつつあります。これを「新しい中世」

と言う人もいます。私たちは、近代の国

民国家の、国境線を後生大事にしていく

ような見方から離れて、失われた様々な

ネットワーク、文明の交流の足跡をもう

一回発見する必要があると思います。 
 
 
 
 
 
 

 

 

８．ＡＰＩに期待すること 
関西が江戸時代において栄えたのは、

文明の交流ネットワークを作ってきたか

らです。先ほど紹介した中世史の大家で

ある網野さんは、中世日本を固定的な農

民社会として見るのは誤りで、百姓は農

民だけではなく、海の民であったり、商

工の民であった、そういったものを含め

て、日本列島は中世社会を作ってきて、

その交流が実は東南アジアまであった、

と言っています。調べていくと、私たち

が考える中世社会の固定的なイメージ、

封建制社会による、人は移動せず、農民

として生まれて一生涯そこで暮らすとい

うことが明らかに誤りだというのが、網

野史学の言おうとしたことです。関西、

特に大阪はまさしくそのようなことが行

われてきた場所であり、だからこそ栄え

たのだと思います。 
もう一度、近代国民国家の中で作られ

てきたイメージから解放されると、回廊

が見えてくると思います。今後日本は少

子高齢化が急速な勢いで進んでいき、数

十年後に人口は 1億人を割り、労働人口
も減っていきます。多くの人は悲観主義

に陥りますが、そんなことはないと思い

ます。もう一度アジアのダイナミズムと

触れ合うことで、いろいろな活性化の可

能性は十分あると思います。 
今後、API が知の拠点作りをしていく
のであれば、サスティナブルでなければ

なりません。日本には企業、官公庁、大

学の研究所はありますが、一般の人々に

よって支えられ、その地域に根ざしてい

ろいろな公益的なサービスやミッション

を果たすという、研究所は今までありま

せんでした。 
私は、関西は東京と同じことをしては

だめだと思います。大阪は独自のものを

持っており、東京とは違う道を歩んでい

かなければなりません。その際、東を向

くよりは西を向いた方がいい。そのよう

なことを通じて、API がこの関西におい
て、知的な、そして国際的な交流拠点と

なることが重要です。それを支えるのは、

大阪・関西にいる 1人 1人の人達だと思
います。 
関西の人は、一旦腹をくくるととても

真面目に、そしてひた向きにやってくれ

るという印象があります。API ができる
ことは大阪のルネサンスになりますし、

西日本の活性化や九州の盛り上がりにつ

ながることにもなります。何とぞ皆さん、

この大阪が、API を通じて繁栄していく
ことを願って頂ければと思います。 

 
（文責：事務局） 
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第２回リレー講座から導かれるＡＰＩが目指す姿（ポイント） 

 

１．ＡＰＩに期待すること 

 ＡＰＩが、留学生等の人材のフローをネットワーク型に活用できる場になること
を期待する。 

 

 ＡＰＩが、東アジアのための情報発信の基地、そしてここに来れば人材交流がで

き、様々なシンポジウム・カンファレンスが行われるという「知の国際交流拠点」

になってほしい。 

 

 ＡＰＩが知の拠点づくりをしているのであれば、サスティナブルでなければなら
ない。日本には、一般の人々によって支えられ、その地域に根ざして公益的なサ

ービスやミッションを果たす研究所は今までなかったので、ＡＰＩの設立に期待

する。 

 
２．ＡＰＩへの提案等 

 大阪で全部まかなうよりは、九州に飛び地的なものを作った方がよいという観点
から、ＡＰＩの支部を福岡に置き、ＡＰＩでシンポジウムができる場所を阿蘇に

作るのはいかがか。そうすることで、朝鮮半島から九州・中国を通じて関西まで

回廊（「アジア回廊」）がつながることになる。 

 

 ＡＰＩができることは大阪のルネサンスにつながり、ひいては西日本の活性化や
九州の盛り上がりにつながるので、大阪・関西にいる１人１人がＡＰＩを支えて

ほしい。 

 
（文責：事務局） 


